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12月

100 歳!!おめでとうございます
鴨田惣太郎 さん く内谷字西脇33）は、去 るｎ 月20日。１００歳の

艦生日 を迎 えました。
惣太郎 さんは、４男 の竹男 さん、 タキノさん夫婦と３人で元気に

暮らしてい て、子・孫 ・曽孫合 わせて４５人います。
この日、赤 い帽子に赤いちゃんちゃんこをはおり、お祝いにかけ

つけた冨永県北行政事務所長や 八島助役など多くの人た ちとともに

長寿を祝い ました。



財 政 公 表

一般会計は９億1, 000万円の支出

～今年上半期の財政状況まとまる～

今
年
度
上
半
期
（
四
月
か
ら
九
月

ま
で
）
の
、
各
会
計
の
財
政
状
況
を

公
表
し
ま
す
。

つ
ま
り
、
町
財
政
の
収
入
と
支
出

に
っ
い
て
、
九
月
二
十
日
現
在
の
中

間
報
告
と
も
い
え
る
も
の
で
す
。

こ
の
公
表
は
、
町
条
例
の
規
定
に

よ
っ
て
行
う
も
の
で
、
詳
し
く
知
り

た
い
人
は
、
役
場
総
務
課
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
・

一
　

般
　

輿
　

叶
　

の
　

帆
　

行
　

状
　

況

･凛 入l･

区　　　　　 分　　 予籌鱗(円) 収入滴頷(円) 椣行率ｓ

町　　　　　　 攪　 制 6.4 圏 .　.  .5　59.  お

地　 方　譲　 乍　糧　　.78.  oa }　　 甅 . 9.

娯豪龜設刊用幔交付金　　　　｜,0aj　　　　　o　 一

自 動車黻得攪女付金　　22,0(x),0《xJ　　II,581.0a1　52.

地　 方　 交　付　欖　1.1卯,0(x),0{x1　865,267,0a}71.ｓ

交通安全対策特別交付金　　l,19 】.0(x)　1.284,0a)107.81

分搾 金及 ぴ 交付金　　 邇 .6 .　　5.8  .5釦　3  し

使 用 料及７ｆ 歓料　　25.鯒.0帥　　14,541,3a)55.93

閥　 呶　 支　出　 金　　柘,626,0{x}　】8,0s3,46120,84

県　　支　al　 血　　324.  )　　6.3  . れ 4　ll .

財　 産　 歓　 Å　　1.5､0 邨　　4.9  .2 物　1.

寄　　　1･l　　　蠢　　l,?{}|,{xl　　l,7{１.0㈲　99.94

練　　　 人　　　 兪　　74,832,0a}　　　　0　　 －

耡　　　 趣　　　 金　　34,337,0{1　　.3  .7　ｰ  側 .8

筵　　　 収　　　 人　　27,8e,0{x}　 】l.750.068　42. 貯

町　　　　　　 髫　　52,5(x),0(x)　　　　0　 －

a　　　 』1　　2,152.512.0(x)1,357,841,765　63. 圏

ぐ重 出ﾝ

区　 分　　予算糲( 円) 支出湊頷(円) 執行串Ｓ

輿　 会　黌　　72,67S,0叩　34.334,96･　47.24

総　務　 賢　332,856,0㈲　一 . 4.007　44.Ｓ

民　 生　費　160,922,0(1　71,220,722　43.64

衢　生　 費　3  に . .　97,975,1 加　31.

●林水産裏費　176.95M.(XX3　物 . .2　 訂 0

商　Ｉ　 費　　17.576,(XX1　13,8哺,51178. Ｓ

t　 本　 費　34S,189,(XX) 】Ｓ,446,264　10.Ｓ

涓　防　 費　1 叩70.4  .7　65.16

糒　育　11　392,1 価,0勍　165.qＳ.211　12.33

災富復111費　　　　｜.0啣　　　　 ０　 －

公　慎　費　 為 .2 ｰ　1 栃.S31.553　46.47

篇 支 出 金　　　1,{XXS　　　　O　 －

f･　●　薺　　4,45S,0(汕　　　　 ０　 －

合　 叶　2.152,532,（XX）913,891,343　42.46

地
　

し
　

偵
　

の
　

状
　

況

区　 分　　 硯在高（円）
上　　 木　　･  6 印 .0

教　　　育　　742.453 ､ 9

公 営 住 宅　　43  87.   6
児 覯 臨 柾　　　2  ､ 84L6

叢 林 土 木　　4,885,486

社 会 縊 祉　　　6  303.0
保 鮭 体 育　　ｰ  .2 . 調 2

災 害 復 旧　　ｰ  . 7.970

そ　 の　他　　ﾛ  7 , 73.6 に

計　　　L77  % 9 を 幻 5

町

晩

の
　
収

人

状

況

Ｋ　　 分　　　f 算襴(円)　　 収入済爾(円)　 執行率％
町　 民　 皎　　　261.9  .　　ｰ  ､ 614 , 9　　　46.

1 定 資 産 糀　　　265,860,0帥　　　 一 掲 朝 .5 加　　73.
軽 自 助 皋 幔　　　9.53L　　　､  飢 6. 〕　　23.

たばこ涓費撹　　　.5  四 ･　　　.5  .　　　58.  四

電　 気　 陞　　　29.644.000　　　14.8  %. 8 引　　　50.

木 林引 取 夊　　　　　I.OOO　　　　　　0　　　 －

特別土地匯有穫　　　　　I.OOO　　　　　　0　　　 －

計　　　　　616,488,000　　　.8  .5　　　59.

国民健東鯲蜿蜒　　　3  ､ 310. ( 取 )　　ｰ  72.28　　　.80

特

別

会

訐

の

執

行

状

況

会　 訃　 名 予算額（円） 収入済頷（円）　
：

執行串％ 支出済額（円） １　 執行率％

国民健康保険特別会計 68.7  , 276 , 1 ,　t　43.78 224.4　1　　35.59

老人保険特別会計 4 .9  . 195,815,3&3　1　44. 四 し 7 圏 .7　:　　43.

湯水対策旌放柿別会訃 44,084,0{X} %. 5 簡 .6　1　60  ｣ 9 れ 9 .240　1　　.07

貝田簡易水道特別会計 加 612 ､ 6,6{X3.066　1　62.X! 4. 8. 7　1　　38.

育英事裏特別会計 6 , 2 , 助 2,4膊,023　1　40.09 乢 7 .310　:　　28.

入山財廏区特別会計 7,3叫,0(X) 2 ､ 3 は　1　 引 . 2. 引 0. 例 4　1　　31.8

●別財産区特別会計 2.  れ 四 3379　:　.  46 5  %　 ！　　6.26
大木戸財産区特別会訐 394,(XX) 384,881　1　97.69 29,810　1　　7.57

公共下水道特別会計 仞.50μX)0 9.7　1　49. 17.380.4　1　　28,73

宮後住宅聞地特別会計 ﾛ 3.4 圏 . 57 ﾕ れ .　1　32  . % 52.9 , 2　1　　30.50

竍 L376. i16. 597,828,634　・43. 5 .8 朧 .8　1　　36.54



い
よ
い
よ
始
ま
る

公
共
下
水
道
事
業

下水道

ｼｼﾘｰ ｽﾞ①

国
見
町
は
。
信
連
盆
地
の
肥
よ
く
な
土
地
に
恵
ま
れ
、
米
、
果
樹
、
養

蚕
な
ど
を
主
要
な
作
目
と
す
る
純
農
村
地
帯
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
。
近
年
の
社
会
、
経
済
情
勢
は

、
大
き
く
変
ぼ
う
し
。
生
活
様

式
も
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め

、
河
川
な
ど
の
公
共
用
水
域
の
水

譬
汚
濁
が
年
々
拡
大
し
つ
つ
あ
り
、
下

水
道
の

必
要
性
が
高
ま
り
。
す
で

に
各
地
で
そ
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
豊
か
な
美
し
い
自

然
を
守
り
、
住
み
よ
い
快
適
な
生
活
を
確
保
す

る
た
め
、
下
水
道
の
整

備
は

、
国
見
町
に
と
っ
て
も
重
要
な
課
題
で
あ
り

ま
す
。

下
水
道
工
事
に
着
工

町
の
公
共
下
水
道
の
整
備
計
画
は
、

す
で
に
基
本
計
画
か
策
定
さ
れ
、
町

の
都
市
針
岡
審
議
会
か
ら
の
答
申
も

得
て
、
昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
い
よ

い
よ
工
事
に
着
工
す
る
予
定
で
、
そ

の
串
鯛
を
進
め
て
い
ま
す
。

○
下
水
道
の
役
割

台
所
や
ふ
ろ
、
洗
溜
や
水
洗
便
所

な
ど
で
使
っ
た
あ
と
の
生
活
排
水
や
、

工
場
な
ど
で
生
産
に
役
立
っ
た
あ
と

の
工
場
排
水
は
、
そ
の
ま
ま
川
や
側

溝
な
ど
に
流
す
と
水
質
は
悪
く
な
り
．

悪
臭
を
発
生
さ
せ
、
魚
が
住
め
な
く

な
る
ば
か
り
で
な
く
自
然
の
環
境
を

破
敏
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
し
た

汚
水
を
集
め
て
処
理
し
、
き
れ
い
な

水
を
自
然
の
サ
イ
ク
ル
に
叫
す
の
か

下
水
道
の
役
割
で
す
。

○
川
や
海
が
き
れ
い
に
な
り
ま
す

汚
れ
た
水
か
川
や
海
な
ど
に
直
接

流
れ
込
む
こ
と
か
な
く
な
り
、
公
徙

用
水
城
の
水
質
か
き
れ
い
に
な
り
ま

す
。

○
水
洗
ト
イ
レ
が
使
え

ま
す

く
み
取
り
便
所
か
水
洗
便
所
に
な

り
、
衛
生
的
で
快
適
な
生
活
か
で
き

る
よ
・
つ
に
な
り
ま
す
。

○
街
が
き
れ
い
に
な
り
ま
す

汚
れ
た
水
が
道
路
の
側
溝
へ
流
れ

出
る
こ
と
が
な
く
な
り
。
街
が
き
れ

い
に
艶
側
さ
れ
て
、
「
力
」
や
『
『

エ
』
の
発
生
源
か
な
く
な
り
ま
す
。

○
下
水
道
の
し
く
み

下
水
道
の
し
く
み
は
大
き
く
わ
け

て
、
管
き

よ
（
汚
水
管
・
雨
水
管
）

と
ポ
ン
プ
場
と
処
理
場
（
浄
化
セ
ン

タ
ー
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
．

○
管
き
ょ
（

汚

水
管
）

家
庭
の
台
所
。
水
洗
ト
イ
レ
。
ふ

ろ
な
ど
か
ら
の
汚
水
や
、
工
場
、
事

業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
を
収
集

し
、
処
理
場
へ
送
る
施
設

〇
ポ
ン
プ
場

下
水
は
、
下
水
管
の
中
を
良
然
に

流
Ｆ
し
ま
す
か
、
地
形
の
状
況
な
ど

に
よ
り
自
然
流
ド
の
閑
難
な
箇
所
を

揚
水
の
た
め
に
設
置
さ
れ
る
施
般
。

○
処
理
場
（
浄
化
セ
ン
タ
ー
）

ド
水
管
の
中
を
流
れ
て
き
た
汚
水

を
集
め
、
浄
化
し
て
河
川
な
ど
に
放

流
す
る
た
め
最
終
的
に
処
理
す
る
施

般
、

汚水がきれいになるまで 分流式(汚水の場合)

( 沈砂 池)

下水臂力･ら瀉λして き た 盻 ﾎ をゆ

るやか|こ瀉して土砂謹 争置め、取･J

驂き１１．

(最初 沈 澱 池)

沈澱池力･らi盖られできた占木 をゆ

るや刎 こ流し沈澱しやすい固形物

を沈澱させます。

’ エ́ ア レ ー シ １ン ク ン ク1

汚水に邁tl 汚泥を加 え２ 気を吹き

込む間に職生物の嘸 きにより汚物lj

ふわふ わした・ 皿状になって友

澱しやすくなります，

gl 鰐 沈 澱池 ）

１ 腆状lこなった汚Ｘ を沈友さセ．

きれいな上１ みの水Ｕ曷品友佃滷

へ．逞られま１ ．

f,嫺毒 晦1 恥

ｌ 騁沈澱池より 送ら れてきたよ１

み水lj. 皿輿を注入して肩●し友

●したの ち放流し ます、



～
「
交
通
安
全
」
は
家
庭
か
ら
～

国
見
・
桑
折
町
民
大
会
が
開
か
れ
る

十
一
月
十
四
日
、
国
見
町
・
桑
折

町
交
通
安
全
町
民
大
会

が
。
町
民
体

育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
国
見
・
桑
折
町
両
町

民
約
三
百
人
が
集
ま
り
、
大
会
長
の

八
島
助
役
が
『
全
町
民
か
決
意
を
新

た
に
し
。
悲
惨
な
交
通
事
故
を
絶
滅

し
て
、
明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り

を
し
ま
し
ょ
う
』
と
式
辞
を
述
べ
、

大
会
副
会
長
の
菊
田
桑
折
町
長
、
大

川
戸
桑
折
警
察
署
長
ら
が
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
．

そ
の
後
、
今
年
モ
デ
ル
地
Ｋ
に
指

定
さ
れ
た
蒔
田
モ
デ
ル
推
逃
協
離
会

艮
か
状
況
を
発
表
．
ま
た
、
藤
旧
小

八
年
の
人
関
章
子
さ
ん
か
、
パ
ト
カ

ー
に
体
験
東
車
し
て
見
て
回

］
た
町

内
の
交
通
状
況
を
こ
下
校
時
に
横
に

並
び
な
か
ら
歩
い
て
い
た
り
、
よ
た
、

車
を
路
上
に
駐
駆
し
て
道
を
抉
く
し

て

い
る
』
な
ど
．
い
っ
も
通
い
な
れ

て

い
る
通
学
路
に
″Ｕ
危
険
が
い
・
ぱ

い
で

あ
る
、

と
事

故
防

止

の

発
言

。

次

い
で

、
醸
芳

中
学
校

の
生

徒
、

さ
ら

に
、
母
親

の
立

場
か

ら
。
藤

川
母

の

会

の
安
田

節
子
さ

ん
の
提

言
か

あ
り

ま
し

た
。

蓬

田
教
育

長
の

ま
と

め

か
あ

り
、

県
北
中

学
校

ブ

ラ
ス

バ
ン

ド
部
口

に
よ

る

ア
ト
ラ

々
／
シ

ー
／
、
最

後

に
「
両
町

民
の
総

力
を
結

集
し

。
悲

惨
な
交

通
事

故

の
絶

滅
を

期
す

る
」
と

の

大
会

宣
淀
‥
を
決
議

し
て

、

大
会

か
終

わ
り

ま
し

た
。

▲多くの町民が参加した交通安全大会

▲糲４分団に設置されたポンプ車

第
四

分
団

第

二

部
に

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付

積
載
車

町
で

は
、
こ

の
ほ

ど
小
型

動
力

ポ

ン
プ
紂

禎
載
眼

（
日

産
ア

ト
ラ

ス
）

を
、

第
四
分
団

第
一
。・部

（
川
内

）
に

配
置

し
ま
し

た

。

十
一
月
二

十

八
日

、
役
場
帥

で
引

き
渡

し
式

を
行

い

。
助

役
か

ら
団
長

に
、
団
堤

か
ら

分
団

長
へ
引

き
渡

し

書
か
渡

さ
れ
ま

し

た
。

今
回

配
置

さ
れ

た
日
産
ア

ト
ラ

ス

は
、

十
人
釆

り
用

に
改

造
さ
れ

た
積

載
車

で
、
昨

年
、

森

山
に
配
置

さ
れ

た
も

の
と
同

じ
で

す

。

さ
ら

に
、

シ
バ
ウ
ラ

の
小

型
ポ

ン

プ
｛
川

卜
馬

力
ｙ

も
、
川

内
、
森

山

（
第
三

分
団
第

一
郎

）

に
、
そ
れ

ぞ

れ
配
置

さ

れ
ま
し

た
。

手　帳

年
末
を
控
え
て
手
帳
売
り
場
が

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
英
米
独
仏

な
ど
各
国
か
ら
の
輸
入
勧
も
あ
り

ま
す
。
外
国
品
で
は
、
日
本
の
祝

日
が
わ
か
ら
な
く
て
困
る
と
思
い

ま
す
が
、
日
本
向
け
に
ち
や
ん
と

入
っ
て
い
る
の
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
で
な
い
も
の
に
は
、
祝

日
な
ど
の
シ
ー
ル
が
用
意
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

最
近
の
流
行
は
シ
ス
テ
ム

式
手
帳
。
バ
イ
ン
ダ
ー
に
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
ア
ド
レ
ス
、

力
－

ド
入
れ
な
ど
何
で
も
パ

ッ
ケ
ー
ジ
し
た
部
厚
い
手
帳

で
、
こ
れ
も
輸
入
品
や
国
産
が
い

ろ
い
ろ
出
て
い
ま
す
。
な
か
に
は

十
五
万
円
も
す
る
の
が
あ
っ
て
び

っ
く
り
。
こ
れ
は
高
級
な
革
を
使

っ
た
特
製
品
で
す
が
、
普
通
の
も

の
で
も
、
一
万
円
以
上
の
も
の
が

目
立
ち
ま
し
た
。

も
う
ひ
と
つ
の
新
顔
は
電
子
式

の
手
帳
。
漢
字
で
メ
モ
書
き
が
で

き
、
百
年
以
上
先
ま
で
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
や
、
千
五
百
人
分
の
電
話

番
号
を
記
憶
す
る
な
ど
の
機
能
を

持
っ
た
も
の
も
出
て
い
ま
す
。
ま

た
、
声
で
記
憶
す
る
電
子
式
の
手

帳
も
あ
り
ま
す
。
手
帳
の
世
界
も

様
変
わ
り
で
す
ね
。

最
近
は
子
供
や
主
婦
も
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
手
帳
を
持
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
世
の

中
ま
す
ま
す
多
忙
に
な
り
そ

う
で
す
。

と
こ
ろ
で
年
末
年
始
に
は

事
故
や
犯
罪
、
特
に
金
融
機

関
関
係
の
犯
罪
が
増
加
し
ま

す
。
銀
行
な
ど
の
金
融
機
関

を
利
用
す
る
時
に
は
、
次
の
よ
う

な
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

＊
お
金
を
お
ろ
し
て
金
触
機
関
か

ら
出
た
と
き
、
後
を
追
っ
て
来
て

「
支
払
い
を
間
違
え
ま
し
た
」
な

ど
と
声
を
か
け
ら
れ
て
も
僧
用
し

な
い
。
そ
の
鳩
合
は
窓
口
に
戻
っ

て
確
認
す
る
。
＊
銀
行
な
ど
に
行

く
畤
に
は
な
る
べ
く
一
人
で
な
く

複
蚊
で
。
＊
大
金
は
持
ち
歩
か
な

い
。
お
金
を
引
き
出
し
た
ら
寄
り

道
し
な
い
で
帰
る
。



小
坂
小
学
校
で

”
収

穫

祭

”

十
月
十
二
卜
に
稲
刈
り
を
柊
え
た

小
坂
小
学
校
で
は
、
十
一
月
十
七
日
、

取
れ
た
米
を
全
校
生
で
味
わ
う

”
収

穫
祭
”
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
強
風
の
た
め
、
外
で
全

校
生
で
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
作
る
予
定

を
、
急
き
ょ
、
教
室
内
に
変
更
。
五
・

六
年
生
か
料
理
し
、
一
年
生
か
ら
四

年
生
は
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て

楽
し
み
ま
し
た
。

今
年
の
米
の
収
穫
量
は
昨
年
よ
り

多
く
三
儀
で
。
子
供
た
ち
は
、
自
分

た
ち
で
作
っ
た
新
米
で
の
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
に
。
舌
っ
づ
み
を
打
っ
て

い
ま

し
た
。

ま
た
、
小
坂
小
乍
校
で
は
。
毎
年

児
童
図
滌
を
寄
付
し
て
く
れ
て
い
る

石
原
商
店
社
長
の
石
原
巌
さ
ん
の
仲

介
で
、
石
原
き
ん
の
川
身
校
で
あ
る

価
岡
県
引
佐
郡
細
江
町
の
西
気
賀
小

学
校
と
、
今
年
の
五
月
。
妨
妹
校
と

な
り
ま
し
た「
。

ト

ー
月
ニ
ト
六
日
に
行
わ
れ
た
四

賀
小
学
校
研
究
発
表
会
に
は
、
安
藤

校
長
も
出
席
し
、
小
坂
小
学
校
で
収

穫
し
た
米
を
、
全
校
生
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

杵
さ
ん
で
食
べ
て
も
ら
い
、
大
変
喜

ば
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

消
え
た
か
な

気
に

な

る

あ
の
火

も
う
一

度

▲みんなで協力してカレーをつくる

秋
の
全
国

火
災

予
防

運
動

週
間

の

初
日
（

十
一
月
一
一
十
六

日
）、
森

江
野

小

学
校

一
年

生

に
よ
る
防

火

パ
レ

ー

ド
か
行
わ

れ
ま
し

た

。

パ
レ

ー
ド
を
前

に
、

令
校
生

に
、

村
上

第
三

分
団
長

が
最

近
の
火

災
発

生
状
況

と
、
防
火

に
対
す

る
正

し

い

知
識
を
身

に
っ
け

て
も

ら
う
よ

う

に

お
話
し
を

し
ま

し
た

。

パ
レ

ー
ド
は

、
伊
達

地
方

消
防
組

合

西
分
署

広
報
車

を
先

導

に
、
森
江

野
小

学
校
を

出
発

。
一
年
生

は
、
そ

ろ

い
の
（

″
ビ
に
豆
し

ぽ
り

手
ぬ
ぐ

い
の
（

チ

マ
キ
姿

で

、
拍
１

木
、
小

型
ま

と
い
な

ど
を
持

っ
て
、

徳
江

の

村
公
商

店
前
ま

で
の
往

復
を

『
火

の

用
心
お
願

い
し
ま
す
』
と
防
火
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

▲森江野小１年生による防火パレード

高

橋
　

昇

さ
ん

に

感
謝
状

高橋 昇さん

去
る
ト

ー
月
十
一
日
、
福
鳥
市
民

会
館
に
お
い
て
、
福
鳥
地
．区
納
脱
叶

蓄
組
（
口
辿
介
会
長
か
・
气

大
町
南
部

藩
納
税
貯
蓄
組
（
日
長
商
橋

井
さ
ん

に
、
水
乍
に
わ
た
り
納
税
貯
蓄
組
合

の
育
成
揃
瞬
と
、
納
脱
道
義
の
商
揚

に
尽
く
さ
れ
た
功
績
に
対
し
感
謝
状

か
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
受
賞
を
た
た
え
、
長
年
の
ご

労
苦
に
対
し
深
く
感
謝
を
申
し
あ
げ

ま
す
。

八
島
貴
瑞
君
が
二
等
賞

古
溝
拓
君
は
秀
作
賞

八島貴瑞君古溝 拓君

第
二
十
九
回
全
国
幼
稚
園
児
・
小
・

中
学
生
助
物
愛
護
ポ
ス
タ
ー
コ

ン

ク
ー
ル
か
、
九
月
二
十
・
二
十
一
日

の
両
日
、
東
京
の
代
々
木
公
園
で
開

か
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
し
た
八

鳥
ｎ`
瑞
（
た
か
み
こ

君
（
藤
田
幼

稚
園
）
―
山
崎
字
小
林
八
―
が
二
賞

賞
に
、
ま
た
、
古
溝
拓
（
ひ
ろ
し
）

君
（
藤
田
幼
稚
園
）
―
小
坂
宇
前
三

三
―
か
秀
作
賞
に
、
そ
れ
ぞ
れ
幼
椎

网
の
部
で
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
。
１
二
月
二
日
か
ら
来
年
一

月
四
日
ま
で
、
富
士
美
術
館
で
開
か

れ
て
い
る
富
士
美
術
館
全
国
小
・
中

商
絵
両
展
で
、
〔
銅
賞
〕
に
吉
田
久

俊
君
（
藤
田
小
四
年
）
、
〔
入
選
〕

に
八
島
隆
記
君
（
藤
田
小
三
午
）
。

古
溝
真
奈
美
さ
ん
（
小
坂
小
六
年
）

か
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

◇税務署の移転のお知らせ!!
福島 税務署か、森合町へ移転し ました。（検察庁の 隣り）

新しい近代的な庁舎に生まれ変 わりました。 お気軽 にご利用

くだ さい。

○所在地　〒960 福島市森合町ｰ 6  ー6

0 電 話番号　3  4 ｰ 3 1 2 ｰ 代喪）



昭
和
六
十
三
年
度

就
学
予
定
者

昭
和
五
十

六
年
四
月
二
日
～

昭
和
五
十

七
年
四
月
一
日
ま
で
生
れ
の
方

来
春
小
学
校
に
入
学
さ
れ
る
百
二

十
八
名
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

健
康
に
十
分
注
意
し
て
、
入
学
式

に
は
、
皆
さ
ん
そ
ろ
っ
て
元
気
な
顏

を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。

記
載
も
れ
や
誤
字
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
町
教
育
委
員
会
ま
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
魯
八
五
一

二
一
一

】

（
敬
称
略
》

・

恥
田
小
学
校
6
5
名
（

男
3
1
、
女
3
4）

伊

東

好
　
一

桶
　
口

蝮

亮

新

井

友

香

武

田

秀

利

星
　
　

降

紀

黒
　
田

和

孝

古

見

絵

美

岡

ｍ

友

和

玉

木

佐
友
里

古

山

秀

太

菊

地

め
ぐ
み

佐

藤

真
奈
美

菊

地

大

介

佐

ｓ

寛

明

斎

藤

恵
災
子

佐

藤

和

江

八

巻

た
か
子

八

鳥

麻

災

吉

田

弥

智

阿

郁

真
理
子

瞳

藤

煢

美

佐

蕀

教

則

遠

藤

災
由
紀

佐

藤

あ
ゆ
み

斎

藤

真
由
笑

半

澤

沙

希

菊

地

育

美

大

塚
　
　

洋

八

巻

さ
と
み

浅

野

大

輔

佐

藤

洋

平

佐

藤

£

子

中

村

政

彦

占
　
田
　
　

修

商

礦

竃

朗

松

浦

郁

枝

謙

田

智

咲

八

巻

裕

之

渡

辺

桧

梨

古

川
　
　

敕

後

嘩

洋

介

川
　
冂

由
香
利

商

擒

祐

介

松
　
田

健

吾

古

田

美

沙

斎

藤
　
　

敬

佐

藤

友

浩

商

橘

幸

恵

八

鳥

賁

瑞

古

田

明

広

占

田
　
　

捻

佐

藤

笑
鄒
ｆ

宍
　
戸

裕

子

若

林

美

加

佐
久
間

１

陽

渡

邊

雅

彦

四

家
　
　

浩

安

藤

且

人

菊

池

友

恵

佐

藤
　
一
　
利

齊

藤

笑

香

木

村

菜
穂
子

八

世

し
の
ぶ

佐

竹

剛

幸

達

曝

千

春

・

小
坂
小
学
校
2
1
名
（
男
８
、
女
1
3）

玉

木

め
ぐ
み

後

藤

里

美

古

漬
　
　

拓

渡

邊

智

子

阿

部

純
　
一

早
　
川

涛

叉

小

山

明

災

大

場

広

美

尖
　
．尸

祐

太

遠

蒔

ま

ゆ

商

礦

千

裕

佐

藤

優

也

菅

野

謙
　
一

膏

野

ひ
と
み

占

内

賢
一
郎

占

内

純

子

後

藤

払

太

赤

坂

明
日
喬

熊

坂

仲

江

秋

葉

江
皿
Ｆ

平

老

桧

笑

・

森
江
野
小
学
校
1
9名
（
男
呻
、
女
９
）

阿

祁

町

子

佐
久
間

崇

昭

阿

郎

眞
理
子

寺

励

春

嶇

斎

ａ

吋
奈
技

村

上

富
智
ｆ

菊

地

良

裕

菊

地

達

也

咋

葎

典

子

菊

地

忠

実

遠

藤

幸

宏

佐

藤

由
香
黽

石

川

由

紀

む日
　
川

幸

岬

徳

江

宏

晃

徳

江

直

辮

菊

地

信

幸

佐
久
間

秀

幸

隍
久
閧

健

太

・

大
木
戸
小
学
校
1
6
名
（

男
６

、
女
1
0）

松

川

京

子

高

鳴

奈
　
々

高

隰

ま
り
子

渋

谷

郷

笑

本

田

真

幸

松

浦

宏

樹

齊

膝
　
　

守

大

沼

夏

美

佐

藤

桃

忠

佐

藤

ま
ゆ
子

渋

谷
　
　

章

八

鳥

大

作

蕀

阪

紀

憲

大

内

奈

々

岡

田

ナ
ナ
子

商

橋

里

美

・

大
技
小
学
校
７
名
（

男
５
、
女
２
）

小

林

秀

樹

鈴

木
　
一
　
也

鈴

木

佑
一
郎

鈴

木

祐
　
二

佐

膚

武

志

鈴

木

ゆ
ぐ
み

木

村

祐

子

愛の献血に

９３人

Ａ献血に皿力する皆さん（国見製菓前で）

十
一
月
十
七
日
、
献
血
バ
ス
が
来

町
し
．
国
見
製
菓
前
、
国
見
タ
イ
ツ

加
．
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
鬼
わ
さ
び
本

舗
前
、
県
北
中
学
校
前
、
藤
田
小
学

校
前
で
献
血
活
動
を
行
い
ま
し
た
．

今
回
は
、
目
標
本
数
百
本
に
対
し

献
血
本
数
九
十
九
本
（
二
百

に
換
算
）

と
、
目
標
に
わ
ず
か
に
達
し
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
九
十
三
人
（
申
し
込
み

者
は
百
十
六
人
）
の
方
々
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

献
血
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

（
順
不

同
・
敬
称
略
）

《
一

般

協

力

》

松

浦

正

明

菊

地

幸

喜

佐

藤

皃

信

工

藤

ミ
サ
子

松

浦

弘

男

松
　
田
　
ツ
ヤ
子

松

浦

市
太
郎

松

浦
　
シ
ゲ
子

志

村

孝

明

阿

部

洋
　
一

八

鳥

健
　
一

八

鳥

和

子

阿

部

節

子

阿

郎

美
紀
子

谷

津

陽

子

人

沼

良

子

縋

村
　
ヨ
　
ツ

阿

部

ノ

ブ

志

村

ト
ミ
エ

ハ

島

敏

雄

紺

野

聘

寛

《

国

見

製

菓

》

産

坂

勝

利

藤

阪

敏

幸

菊

池

早

苗

八

鳥

正

則

若

生

春

美

後

藤

順

子

八

鳥

ト
ミ
ェ

半

沢

智
賀
子

蓬

田

笑

子

菊

地
　
゛
｀
　ワ

彦

坂

幸

恵

遠

膝

良

重

本

間

敏

夫

村

上
　
み
ち
よ

瓜

分

秀

子

遠

藤

好

美

佐

耶

秀

子

古

内

宜

則

小

野

千
代
子

四

家
　
　

勉



ふるさとの文化財

4

5

村落の地名

森山と中ノ目

菊　池　利　雄

巾世における森山・中 ノ目郷図

陸

奥

国

守

護

伊

達

擒

宗

が

、

領

国

に

賦

課

し

た

段

銭

徴

収

の

台

帳

と

も

い

諳

・
き

。「

御

段

銭

古

帳

」

斟

り

の

伊

達

西

根

の

項

に

は

、

『

で

二

貫

百

文

、

中

の

目

、

て

十

二

貫

五

百

文

、

森

山

』

が

み

ら

れ

、

近

世

の

初

頭

に

書

か

れ

た

、「

文

禄

三

年

（

一

五

九

四

）

七

月

蒲

生

領

高

目

録

」

の

Ｉ
－
－
－
－
－
－
－

Ｆ
－

Ｆ
－

―
―
1
1
1
1
1
1
1
1

伊

達

郡
の
項

で
は
、「
森
山

、

千

三
百

八
十

七
石

八
斗
三

升

」

は
あ

る

か
、
中

ノ
目

の
記
載

は
な

く

こ

の
段
階

で
、
森

山
村

に
吸

収
合
併

を
み

た
も

の

と
思

わ
れ

る
。

森

山
村
を

大
き
く

地
形
的

に
み

れ
ば

。
半
田

山

系
に
源

を
発
す

る

瀧
川
に
よ

っ
て

、

東
側
の

森
山

と
西
側
の

巾
ノ

目

（
鶇

町
）
と

に
分

け
る
こ

と
か
で

き
、

こ

の
地
域

は
瀧
川

や
そ

の
支
流

に
よ

っ

て
台
地

面

が
深
く

浸
食

さ

れ
て

。
自

然
の
状

態
で

は
極

め
て

灌
漑

水
の

糾

に
く

い
所
で
あ

り
、

弥
生
時

代
は

さ

て
お
く

と
し
て

も
、
古

代

・
中
世

を

通
じ
て

こ
の
台

地
而

に
造
成

を
み

た
。

条
里

遺
構
地

を
含

め
て

の
水

田
は

、

森
山
郷

に
あ

っ
て

は
瀧
川
よ

り
堰

上

げ
ら

れ
た
下

郷
堰
、｛
四
叫

べ
　
郷
の
北

東
部
よ

り
湧

き
だ
す

涌
水

、
上
流
地

石
母

田
郷
よ

り
の
藩

ち
水
を

集

め
た

滑
川
（
ｎ

Ｊ

を
主
要

な

灌
漑
源

と
し

て

お
り
、

こ
の
村

の
東
郎

は
現
在

も

本
郷

と
呼

ば
れ
、

神
明
削

の
地

城
は

下
郷

堰
｛
ｗ
『

叫
心
ｆ
μ

』
の
名
称

か
ら

。

下
郷

と
呼

ば
れ
て

い

た
と
考
え

ら
れ

る

。

中
ノ
目
郷
の
南
部
は
、
徳
江
・
螺

野
口
条
里
の
基
幹
水
路
で
あ
る
、
中

江
棚
で
徳
江
郷
と
境
を
接
し
、
そ
の

北
側
に
平
行
し
て
堀
ら
れ
た
北
江
堀

は
。
こ
の
郷
内
で
中
江
堀
に
落
ち
合

っ
て
い
た
。
北
部
の
地
城
は
藤
田
郷

の
水
田
を
澗
し
た
、
落
水
が
流
れ
来

た
り
下
流
は
太
田
川
と
な
っ
て
瀧
川

に
合
流
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
森
山
郷
の
水
田
は

滝
川
と
滑
川
か
ら
、
中
ノ
日
郷
の
水

田
は
ｈ
流
の
中
沢
川
か
ら
収
水
さ
れ
、

藤
川
郷
を
潤
し
た
落
水
に
よ

り
て

灌

漑
さ
れ
て
お
り
、
瀧
川
を
は
さ
ん
で

灌
擬
水
系
を
異
に
し
て
い
た
。

中
世
の
郷
村
は
、
そ
の
郷
の
水
田

俳
作
の
前
程
と
な
る
、
灌
漑
堰
を
大

き
な
き
ず
な
と
し
て
編
成
さ
れ
た
火

同
体
で
、
同
じ
水
系
に
沿
っ
て
立
地

す
る
自
然
村
落
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に

ひ
き
か
え
豊
臣
秀
古
に
よ
る
全
国
統

一
を
期
に
、『
太
閣
検
地
』
に
よ
っ
て

新
た
に
編
成
を
み
た
近
世
の
村
は
、

灌
漑
水
系
の
枠
を
越
え
た
行
政
村
藩

的
な
色
彩
か
強
い
。

森
山
村
に
合
併
さ
れ
た
中
ノ
ロ
は

鶉
町
と
呼
ぱ
れ
、
近
世
に
お
い
て
は

西
根
Ｅ
堰
に
よ
る
番
水
順
序
む
藤
田
・

鶉
町
・
山
崎
・
石
母
田
・
森
山
と
な

り
て
お
り
、
鶉
町
は
森
山
村
の
端
村

と
し
て
別
扱
い
と
な
っ
て
い
た
。

現
在
中
世
の
中
ノ
目
郷
の
あ
り
か
を

伝
え
る
も
の
と
し
て
は
、
字
名
と
し

て
中
ノ
目
が
残
さ
れ
て
い
る
。

《
鬼

わ

さ

び

本

舗

ヽ

斎

藤

和

子

鳥

貫

芳

宏

古

山
　
　

降

山
　
ｎ
　
ヒ

デ

鈴

木

喜
久
瞳

遠

藤

俊

也

《
名
鉄
レ
ス
ト
ラ
ン
）

斎

藤
　
二
美
子

遠

暉

徳

子

遠

藤

正

二・

遠

藤
　
一
　
夫

《
国
見
タ
イ
ツ
》

木

村

ナ
　
ヲ

松

禰
　
（
　

ル

半

沢

カ
ツ
子

尾

形

サ

イ

佐

藤

京

子

市

山

カ
ッ
エ

佐

藤

美
喜
子

《
公
立
薦
田
総
合
病
院
》

渡

辺

眷

松

噌
　
　

良

祐

（
伊
達
地
方
消
防
組
合
》

佐

一

秀
　
一

《
藤
田
小
学
校
》

佐

藤

文

子

角

田

栄

子

上

石

佳

子

渡

辺

邦

喜

吾

妻

勝

也

大

竹

秀

男

鈴

木

な
お
み

佐

藤

喜

夫

《

県

北

中

学

校

》

河

野

英

明

国

井

信

子

小

林
　
一
　
彦

野

中

ゆ
　
み

《
信
用
金
庫
国
見
支
店
》

本

多

隆

に

佐

藤
　
　

進

吉
　
田

重

夫

菊

地

喜

伸

《
商

工

会

員

》

古

田

と
き
子

穐

月

辰

也

遠

膝

ヤ
イ
子

大

関

正

子

鑓

水

正

譽

《

国

見

町

役

鳩

）

佐

膝

則

誰

菅

野

信

朗

松

浦

昭
　
一

佐

藤

克

成

宍

戸

浩

寿

大

波

正

’ｒ

遠

藤

裏

正

羽
観
田

孝

司

古

田

義

勝

佐
久
間
　
　

茂

鈴

木

哲

也

ひ
と
こ
と

国 分秀 子さん(  53 歳 )

石毋田字姪沢44の１

今
回
で
献
血
は
五
回
日
で
す
。
最

初
の
こ
ろ
は
血
圧
が
低
く
て
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
か
。
こ
の
ご
ろ
は
献
血

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

中
年
に
な
る
と
。
な
か
な
か
献
血

す
る
機
会
か
な
い
の
か
尖
情
で
す
ね
。

私
ら
は
、
社
畏
の
協
力
が
あ
う
た
の

で
で
き
ま
し
た
・

今
後
も
で
き
る
だ

け
協
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。



”
行

く
年

来
る
年

笑

顔
で

防
犯

”

今
年
も
、
あ
わ
た
だ
し

い
乍
の
瀬

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

例
年
こ
の
時
期
に
な
り
ま
す
と
、

金
融
機
関
強
盗
や
、
あ
き
巣
、
ス
リ

な
ど
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
の
ス
キ
を

突
い
た
犯
罪
が
多
発
し
ま
す
。

警
察
で
は
、
こ
の
よ
う
な
事
件
、

事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
、
年
末
か

ら
年
始
に
か
け
て
「
特
別
警
戒
一

を

行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
防
犯
に
気
を
配
り
、
明

る
い
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

戸
締
り
は
し
っ
か
り
と

・
外
出
す
る
と
き
は
、
わ
ず
か
な
時

間
で
も
、
必
ず
戸
締
り
を
し
ま
し

・
隣
近
所
に
一
声
か
け
て
、
留
守
を

輜
ん
で
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

・
多
額
の
現
金
は
、
な
る
べ
く
手
杵

に
置
か
な
い
よ
う
に
し
、
通
帳
や

印
鑑
は
別
々
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

昭
和
六
十
三
年
度

幼
碓
園
児
を
募
集

国
見
町
教
育
委
員
会
で
は
。
肌
学

一
年
前
の
幼
児
を
対
象
と
し
て
園
児

を
募
集
い
た
Ｌ
ま
す
。

入
園
希
望
者
は
、
左
記
の
と
お
り

申
し
込
み
下
さ
い
。

記

申
し
込
み
鳩
所

藤
田
幼
稚
園
、
森

江
野
幼
稚
園
（
人
園
願
書
な
ど
は
各

幼
碓
園
に
あ
り
ま
す
Ｊ

申
し
込
み
期
間

昭
和
6
3年
１
月
Ｈ

日
邯
、
1
2口
㈲
（
午
後
１
時
か
ら
４

時
3
0分
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
Ｊ

※
な
お
、
詳
し
く
は
『
か
い
ら
ん
』

を
ご
覧
く
だ
さ
い
’

「
1
0
分

早

め

出

勤

・

登

校

運
動
」

「

朝
の

交
通

安
全

一
声
運
動
」

一

、
趣
旨

出
動
や
登
校
す
る
家
族
を
ｍ

分
早

め
に
送
り
出
し
、
時
間
の
ゆ
と
り
を

持
た
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
心
の
余
裕

を
作
り
、
速
度
抑
制
・
安
全
確
認
な

ど
を
促
し
交
通
事
故
の
防
止
を
図
る
。

家
族
か
出
か
け
る
畤
、
交
通
事
故

防
止
の
具
体
的
な
注
意
を
呼
び
か
け
、

交
通
事
故
の
防
止
を
図
る
。

二
、
実
施
期
間

昭
和
6
2年
1
2月
一

日
～
昭
和
6
3年

１
月
1
0口
ま
で

（
ホ
ー
ム

ヘ

ル
パ
ー

）

老
人
家
庭
奉
仕
員
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

寝
た
き
り
老
人
や
一
人
暮
ら
し
老

人
で
、
身
体
上
ま
た
は
精
神
Ｅ

の
障

害
か
あ

ご

、
、
在
宅
で
の
生
活
を
営

む
の
に
支
障
か
あ
る
老
人
家
庭
へ
、

家
庭
奉
仕
貝
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

○
奉
仕
作
業
の
内
容

・
家
事
介
護
、
相
談
・
助
言
な
ど

問
い
合
わ
せ
は
、
町
役
場
住
民
躁

棚
祉
係
（
壼
八
五
丿
二
一
一
一
内
線

匸

。三
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

国
見
町
建
設
工

事
人
札

参
加
資
格
申
請
所
の

追
加
受
付
に
つ
い
て

一
、
受
付
期
間

昭
和
6
3
年
２
１
一

日

～
２
Ｈｑ
知一
日

二
、
対

象

国
見
町
か
発
注
す
る
六
十
三
年
度

工
事
の
入
札
に
参
加
希
望
す
る
も

の
Ξ
、
提
出
先

国
見
町
役
場
建
般
課
、
給
配
水
工

事
に
つ
い
て
は
水
道
課
、
い
ず
れ

も
持
参
提
出

四
、
申
請
書
の
様
式

建
設
宵
統
一
様
式
ま
た
は
県
指
定

様
式

五
、
書
類
の
と
じ
方

Ｂ
五
Ｓ
判
紙
フ
ァ
イ
ル
と
じ

年
木
年
始
水
道

修
繕
工
事
当
番
表

％
％

㈲
斎
久
設
備

S
8
5二
三
一
〇

片
　

㈲
岡
見
般
備

S
8
5三
〇
六
三

韲
8
5四

．
一
七

匈
　

閥
見
ガ
ス
住
宅
設
備
㈱

S
8
5二

二
二
七

％
　

県
北
水
道

高
野
電
気
　
雲
8
5二
七
二
二

徳
江
電
気
　

武
8
5二
七
二
〇

徳
江
農
機
　
S
8
5
二
〇
六
七

％
　

㈲
国
見
建
工

S
8
5四
五
二
二

％
　

㈲
後
藤
設
備

武
8
5三
三
ニ

ー

武
8
5こ

○
三

％
　

半
沢
水
道
工
業
所

S
8
5三
一
九
八

藤
田
保
育
所
の

入
所
児
童
を
募
集

藤
田
保
育
所
で
は
、
昭
和
六
十
三

年
度
の
新
入
所
児
童
を
次
の
と
お
り

募
集
い
た
し
ま
す
。

○
受
付
期
間

昭
和
6
3年
１
月
2
7日
附
か
ら
１
月

３
日
出
ま
で
の
午
前
８
時
3
0分
か

ら
午
後
５
時
ま
で
．（
3
0日
出
は
午

前
８
時
3
0分
か
ら
正
午
ま
で
）

○
受
付
場
所

国
見
町
役
場

住
民
課
福
祉
係

○
対
象
年
齢

１
歳
か
ら
未
就
学
児
（
昭
和
6
3年

４
月
１
日
現
在
）

○
募
集
定
員

一
〇
〇
名

○
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

印
鑑
．
会
社
員
な
ど
の
給
与
所
得

者
の
場
合
は
．
昭
和
6
2年
分
の
源

泉
徴
収
粟
．（
児
童
の
両
親
、
同
居

し
て
い
る
祖
父
母
全
員
の
も
の
）

※
詳
し

い
こ
と
は
、
役
場
住
民
課
福

祉
係
（
酋
八
五
－

ニ

ー
一
一
内
線
一

三
四
、
有
線
四
一
六
一
）
か
、
藤
田

保
育
所
（
霖
八
五
－

二
三
七
四
）
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
．



あ
な
た
の
事
業
所
も

健
康
保
険
・
厚
生
年
金

保
険
に
加
入
す
る

こ
と
に
な
り

ま
し

た

健
康
保
険
と
厚
生
年
金
保
険
は
。

会
阯
、
工
場
、
商
店
な
ど
か
加
入
し
、

そ
こ
で
働
く
人
た
ち
を
対
象
と
す
る

杜
会
保
険
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
従
業
員
か
五
人
に

満
た
な
い
事
業
所
は
、
希
望
す
る
と

こ
ろ
だ
け
か
健
康
保
険
と
厚
生
年
金

保
険
に
加
人
す
る
こ
と
に
な

。
て
い

ま
し
た
か
、
法
令
の
改
正
で

『
昭
和

六
十
二
年
四
月
一
口
か
ら
は
従
業
員

か
三
人
、
四
人
の
事
業
所
』
は
す
べ

て
加
人
す
る
こ
と
か
義
務
づ
け
ら
れ

ま
し
た
．

な
お
、
従
来
任
意
加
入
で
あ
っ
た

農
林
水
産
業
、
飲
食
店
、
サ
ー
ビ
ス

業
な
ど
を
営
む
従
業
員
が
五
人
以
上

の
法
人
の
事
業
所
は
、
す
で
に
昭
和

六
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
加
入
が
義

務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
．

こ
れ
ら
の
要
件
に
該
当
す
る
事
業

主
の
皆
さ
ん
で
、
届
け
出
の
す
ん
で

い
な
い
方
は
、
吐
会
保
険
事
務
所
へ

問
い
合
わ
せ
の
う
え
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
．

昭

和

六

十

三

年

国
見
町
奨
学
生
の

募
集
に
つ
い
て

当
町
で
は
、
紋
山
川
長
一
氏
か
町

川
身
者
の
育
英
・
奨
学
の
た
め
に
寄

け

き
れ

た
財

産

な
ど

を
し

と
に
、

奨

乍
資
愈
制

度
を

火
施

し
て

い
ま
す
、

六
十

．．．年
度

も
、
次

の
要
領

で

奨

学
生
を
募

集

い
た
し

ま
す
．

希
望

の

方

は
町
教

育
委

員
会

ま
で

お
申
し

込

み
く
だ
さ

い
、

な

お
、
現
在

中
学

三
年
生

で
希
望

の
方
は

県
北
中

学
校

へ
お
申

し

込
み

く
だ
さ

い
．

◆
修
学
資
金
（
毎
月
）

○
募
集
人
員

〇
彖
　

額

若
Ｆ
名

高
校
叺
千
円
以
内

高
５

．
万
円

″

人
学
一
万
五
千
円

〃

◆
入
学
支
度
資
金
（
入
学
時
に
貸
与
、

修
学
期
聞
内
に
返
還
）

０
蕀
集
ｋ
員

○
彖
　

額

若
ｆ
名

商
皎
卜
万
円
以
内

商
専
卜
万
円

″

人
学
二
ｔ

万
円

″

二・建
国
、
県
や
他
の
団
体
か
ら
同
楝

の
奨
学
賢
金
の
貸
し
付
け
、
ま
た

は
給
与
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
か

前
提
と
な
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
期
間

昭
和
6
3
年
一

月

５
日

か

ら
１
月

夘一

日

ま
で

◆
申
し
込
み
場
所

国
見
町
教
育
委
員
会

（
商
校
、
商
専
進
学
者
は
巾
学
校

へ
申
し
込
む
こ
と
）

※
詳
し
く
は
『
か
い
ら
ん
』
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

お
詫
び
と
訂
正

先
月
垰
の
九
貞
戸
籍
の
窓
口
の
。

”出
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
ヽ

欟
で
・

貴
之
ち
ゃ
ん
の
保
護
者
が
踟

砂
義
明
さ
ん
と
あ
る
の
は
井
砂
秀
明

き
ん
の
誤
り
で
す
。
お
託
び
し
て
訂

£

い
た
し
ま
す
。、

戸 籍 の 窓 口
ｑｌＨ受付 分）

出生おめでとうございます

ｆ の 名　 保 縵者　 部 落
ll　 也（か つ や）鈴木　 英夫　 川　 内
めぐみ　　　　 管野　| 暉美　 富 町 北

彰　 彦1 あ きひ こｊ今野　iE 戔　 板　 檎
箋　 耆（み　　 か）吾 濤　 申 二　 第　　 ミ

耀　 ４よ　　 う）八巻　 釋麕　 大 町 北
三史撓霏（さ人しろうj ﾌﾞlfi　　茂　 砥　　 一
秀　 鍮（ か お りｊ佐蘓　 勇　 Ｕ　　 Ⅲ

朋　 美【と も み】松i●　富 犬　 並　 摶
未 咲1 み さ き）高野　 正之　 凡　 翠

晦　 衣（ ま　　 いj佐聹　 弘 饕　 石母 田東
琴　 羮1 こ と み咀1琿　 和夫 富 町 巾
晦　 羮｛あ さ み｝鈴木 矚 市　 申　 部

結婚おめでとうございます

↓咒1　　 名
徳　i.[　　 昇
安　 田　 幸　f･

酋　 松　　 宏
齋　 嚀　1琴|　災
古　lll　 孝　 夬

'lS　沢　 知　f-
澤　 ｌｌ　ｉ]ﾐ　13

堀　 越　 Ｆ 餉
ljj　lll　･¶i　郎
蔔　 池　U　f･

性　 ●　 弘　 笥
|囘 崎　 耆　f･

･』ヽ 坂　 和　 也
石　H1　17　f-

皹　 薦

第　　 辷

京 鄒 市

石 毋 田!li

石 毋 田 西

|』|崎 訊

壘 折 ●I

Iこ　 ●f

福 鳥 市

前　IB

便 川 町

衲　　 ’Ｅ

梁111 町

太 Ⅲ111

福 鳥 ，li

おくやみ申し上げます

氏　　 乱　　　 年齢　　 部　 落
平 舘　　 棯　　55　　 大 町 市

i嘖 辺　 ス　 イ　　91　　 叭‘ 町 巾

佐　 卿　 産　 －　　78　　 第　　 ｌ
荀　 地　･り　 メ　　78　　 第　　| 一

八　 ●　 八1 一八　　71　　 山 崎小 黯
賀　 ●　 ミ　 ナ　　 ８９　　 第　　 八

睾　Ｓ　 尼　 蔵　　74　　 幃　 谷
沼 潭　j･　･ 冫 8S　　 夲　 ●1

佐 々木　 丿丶　ｊ１　　　 ６６　　 攣1　 前

人 口 と 世 帯

12月１日現在(前月比)11月中のうごき

人

卩

･男5  , 7  制人 （ － １ ）

･女6  , 2 人(  十 7  )

･ 計 12  ,  015 人(  十 6  )

世帯数2.28 戸(  十 1 )

転 人21 人

転 出　18人

出 生　12人

死　亡　 ９人

心配ごと相談日
鳩 所 ： 役鳩 二階 相談 室･ 噺側人口からお入りドさい｝

時 間 ： ９畤 ～｣ 2  時

こまったことや、相謫ごとがあり ましたら。

お気軽にご欄鷸下さい。 腿密は絶 対に守ります。

〔相 談 員 〕

12月 日 ( 金）後藤　 一・玉手マルヨ

１月14 日 (木）高橋藤右工門・安藤トヨ

※１月５日は休ませていただきます。

12月　師走（しわす）

21日卯小中学校２学期終業式

22日脚冬　 至

25日吻クリスマス

31 日 困大みそか

１月 鼈月（むつき）

１日剛 元 旦

2  日 出初荷、朷夢

ll  日 開小中学校３学期始楽式

15日崩成人の日

十
二
月
は
、
町
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
（
第
四
期
）
の
月
で
す
。
十
二
月
二
十
五
日
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。



公
民
館
だ
よ
り

国見 町 公民館

08 5 ｰ 2 6

（有) 4 1 5 6

〃
盛
大
に
文
化
祭
を開

催
”

第
十
七
回
岡
見
町
文
化
祭
は
、
町

文
化
団
体
連
絡
協
議
会
（
秦
三
郎
会

長
）
と
、
文
化
祭
実
行
委
員
会
か
主

催
し
、
町
と
町
教
委
、
公
民
館
の
俊

援
で
1
.一
月
一
口
か
ら
ｔ
五
日
ま
で
、

町
民
体
育
館
と
町
公
民
館
を
会
場
に
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

十

】
月
一
日
か
ら
三
日
ま
で
開
催

さ
れ
た
総
合
展
示
会
で
は
、
各
団
体

と
児
童
生
徒
の
力
作
か
勢
ぞ
ろ
い
し
、

訪
れ
た
大
勢
の
町
民
の
方
た
ち
か
立

ち
ど
ま
り
な
が
ら
観
賞
し
て
い
ま
し

へ

今
回
は
。
朷
の
試
み
で
公
民
館
も

展
示
会
場
と
な
り
ま
し
た
か
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
展
示
か
で
き
好
評
だ

い

た
よ
う
で
す
。
ま
た
同
時
に
行
わ
れ

た
各
禳
の
催
し
も
盛
況
で
し
た
。

八
日
に
は
芸
能
祭
第
一
郎
が
闘
催

さ
れ
。
大
勢
の
町
民
か
詰

め
か
け
た

会
場
で
は
、
各
団
体
発
表
者
の
熱
演

に
、
盛
人
な
拍
手
か
送
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
夜
開
催
さ
れ
た
ダ
ン
ス

パ
ー
テ
ィ
に
も
、
愛
好
者
か
た
く
さ

ん
参
加
し
、
秋
の
夕
べ
を
杜
交
ダ
ン

ス
で
楽
し
み
ま
し
た
。

十
五
日
午
前
中
に
は
、
疹
楽
祭
か

初
め
て
闘
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
ま
で

あ
ま
り
聞
く
機
会

が
な
か
・
た
県
北

中
吹
奏
楽
郎
の
参
加
で
。
新
鮮
で
、

華
や
か
な
音
楽
祭
に
な
り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
今
年
の
文
化
祭
を

し
め
く
く
る
芸
能
祭
第
二
部
か
開
催

さ
れ
、
会
場
い
っ
ぱ
い
の
聴
衆
の
前

で
各
団
体
と
も
、
日
ご
ろ
の
練
習
の

成
幤
を
卜
分
に
発
揮
で
き
た
よ
う
で
す
。

近
年
文
化
活
動
に
対
す
る
関
心
か

高
ま
る
中
で
、
町
の
文
化
を
集
人
成

す
る
文
化
祭
も
、
ま
す
ま
す
充
実
、

発
展
し
て
き
て

い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
に
も
。
来
年
の
文

化
祭
に
は
、
何
ら
か
の
形
で
、
ぜ
ひ
、

参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

二
十
三
チ
ー
ム
が
出
場

～
国
見
町
一
周

一
駅
伝
大
会
～

十
一
月
八
日
、
第
十

】
回
町
内
一

周
駅
伝
競
走
大
会
か
、
一
般
の
部
十

ハ
チ
ー
ム
、
中
学
生
の
郎
五
チ

ー
ム

の
こ
れ
ま
で
最
高
の
二
十
ニ
チ
ー
ム
、

二
百
三
十
人
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

午
前
九
時
開
会
、
大
会
畏
の
蓬
田

教
育
艮
の
あ
い
さ
つ
、
来
賓
の
佐
藤

忠
芙
文
教
厚
生
常
任
委
員
長
の
祝
辞

が
あ
り
、
続
い
て
的
年
優
勝
の
小
坂

Ａ
チ
ー
ム
代
表
安
藤
聡
史
選
手
の
力

強
い
選
手
宣
誓
、
午
前
十
時
号
砲
で

１１
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

収
穫
の
終
わ
っ
た
町
内
十
区
間
、

二
十
三
・
五
㎞
の
コ
ー
ス
を
各
チ
ー

ム
か
健
脚
を
競
い
あ
い
ま
し
た
．

選
手
た
ち
は
沿
道
に
詰
め
か
け
た

町
民
の
方
の
声
援
を
受
け
な
か
ら
、

精

い
っ
ぱ
い
の
力
を
だ
し
き
り
、
全

員
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
．

選
手
の
皆
さ
ん
御
苦
労
様
で
し
た
．

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
．

一
般
の
部

○
優

勝
　
小
坂
Ａ
チ
ー
ム

ー
時
間
2
2分
0
3秒

○
準
優
勝

源
宗
山
チ

ー
ム

ー
時
間
2
2分
1
1秒

以
上
大
会
斬

○
第
三
位

高

城

１
時
間
2
4分
5
7秒

中
学
生
の
部

○
優

勝

藤
田
Ａ
チ
ー
ム

ー
時
間
2
4分
1
6秒

○
凖
優
勝
　
小
坂
チ
ー
ム

ー
時
間
2
6分
2
9秒

○
第
二
位

森
江
野
チ
ー
ム

ー
時
間
2
6分
5
5秒

☆
区
問
賞
こ

般
の
郁
の
み
掲
載
）

一
区

蓬
田
曹
司
　
（
徳
江
南
）

二
匯

藤
原
よ
し
み
（
小
坂
Ａ
）

三
区

村
上
秀
和
　
（
徳
江
南
）

四
区

商
橋
豊
皃
　
（
源
宗
山
）

五
区

菊
地
芳
昇
　
（
石
母
田
Ａ
）

六
区

佐
藤

良
　
（
小
坂
Ａ
）

七
区
　
関
根
英
樹
　
（
高

城
）

八
ぼ一
　
小
野
禎
寛
　
（
高

城
）

九
区

菊
地
幀
彖
　
（
源
宗
山
）

十
区

鴨
田
清
一
　
（
内
谷
西
）

Ａ総合展示会風暈

Ａ初めて開催された音楽祭

▲芸能発表会

▲一斉に役場騎をスタート



滝
川
ク
ラ
ブ
が

二
年
ぶ
り
優
勝

公
民
館
、
町
体
協
主
催
の
第
五
回

町
長
杯
争
奪
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、

県
北
中
グ
ラ
ン
ド
で
、
十
月
二
十
一

日
か
ら
十
一
月
七
日
ま
で
。
延
十
六

日
間
ナ
イ
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
九
月
初
旬
に
開
催

す
る
予
定
で
し
た
が
、
グ
ラ
ン
ド
の

整
備
工
事
の
た
め
寒
い
時
期
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
か
、
地
区
、
職
場
で

編
成
し
た
三
十
ニ
チ
ー
ム
か
参
加
し
。

秋
の
夜
中
寒
さ
を
忘
れ
て
熱
戦
か
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

試
合
結
緊
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝

滝
川
ク
ラ
ブ

準
優
勝

徳
江
北
部

第
三
位

睦
商
会

″
　

耕
谷
ク
ラ
ブ

”
小
坂
Ａ
チ
ー
ム
二
連
勝
”

第
二
回
国
見
町

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
駅
伝
人
会

第
二

回
国
見

町
ス

ポ
ー
ツ

少
年
川

駅

伝
競
走

大
会

か
、
ト

ー
月

卜
五
日

開

催
さ

れ
．
昨
年

度

に
続

い
て
小
坂

Ａ
チ

ー
ム
か
優

勝
し
ま

し

た
．

こ
の
大

会
に

は
、
町
内

ソ

フ
ト
ス

ポ
ー
ツ

少
年
団

十
一
チ

ー

ム
と
、
隣

接

町
招

待
の

ト
ニ

チ

ー
ム
の
一
一
」
卜
二

チ

ー

ム
か
参
加

し
て
盛
人

に
行
わ

れ

ま

し

た
．
成
績

は
次
の

と

お
り
で

†
．

優

勝

小

坂
Ａ

凖
優
勝

大

木
戸
Ａ

第
三
位
　

ジ
ユ
ニ
ア
フ
レ
ン
ズ｛

川
９

第
四

位

藤

田
Ａ

第
五

位

轟

江
野
Ａ

▲２年ぶり優勝の滝j11チーム

△ 2  道 場し た小 坂 Ａ チ ーム

青
少
年
健
全
育
成

剣
道
大
会
を
開
催

岡
見

町

、
桑
折

町
及

び
福
励

県
剣

道
辿

盟
桑
折

支
祁

上
催

の
。
第

二
1‐

二
川
国

見
町

・
桑

折
町
肖

少
乍

継
令

青
成

剣
道
人
会

か
、
ト

ー
爿
ニ

ト
九

Ｈ

．
勤

労
占
体

育

セ
ン

タ
ー
で
開

僚

さ
れ

ま
し
た

。

こ
の
人

会

は
、
＆

少
年

健
令

斤
成

を
目
的
と
し
て
、
剣

道
愛
好
者
が

。
堂

に
会

し
、

相
互

の
親
略

と

心
身

の
鍛

錬
を

図

る
こ
と

を
Ｌ

と
し
て

行
わ

れ

ま
し

た

。

闘

会
式

で
は

、
大
会
会

妊

国
見
町

長

の
代
理

と
し

て
八
島

助
役

か
ら
あ

い
さ
つ

、
来
貰

の
宍

戸
町

議
会
議

長
、

人

川
。尸
桑

折

警
察
男

長
な

ど
の
祝

辞

が
あ
り

、
献
合

に
入

り
ま

し
た

。

こ
の
Ｈ

は
朝

か
ら

小
雪
か

降
り

、

寒

さ
が
厳
し
い
中

で
行
わ
れ
ま
し

た
が
、

豆
剣
Ｌ

た
ち
は

お
父

さ
ん

、
お
母

さ

ん

の
声
援

を
受

け
、
川

休
戦

、
個

人

戦

に
熱

戦
か
展

闘
さ

れ
、
す

ば

ら
し

い
人

会

と
な

り
ま
し

た

。

成
績

は
次
の

と

お
り
で
す

。

Ｃ
団
体
戦

△
小
学
生
低
学
年

こ

～
二
年
）

①
国
見

②
桑
折

△
小
学
生
商
学
乍
（
四
～
六
年
）

①
国
見
Ａ
②
桑
折
Ａ
③
国
見
Ｃ

△
中
学
生
｛
男
子
｝

１‐
醸
芳
　

②
県
北
Ａ
　
Ｉ
県
北
Ｂ

中
学
生
（
女
子
）

小
県
北
Ａ
②
醸
芳

③
県
北
Ｂ

○
個
人
戦

小
学
乍
（
『

二
年
生
の
部
』

①
瀬
戸
貴
紀
四
②
村
木
貴
紀
勝

小
乍
生
（
三
、
四
年
生
の
部
）

一

大
和
川
健
智
脚
②
遠
藤
眸
史
脚

③
占
川
和
£
鵆

小
乍
生
（
五
、
六
年
生
の
部
）

①
瀬
戸
裕
二
丗
②
半
沢
勝
則
胞

③
瀬
戸
正
人
仭

中
乍
生
（
男
子
の
部
）

①
須
田
浩
元
抑
②
朽
木
貴
之
叫

③
遠
藤
正
泰
脚

中
学
生
（
女
子
の
部
）

Ｔ
吉
田
有
希
興
②
鈴
木
由
紀
恵
叫

ｌ
清
水
恵
7‐
胞

▲熱戦を展開j゛

”
十

一
月

の
学

習

か
ら

”

△
阿
沖
賀
心
学
級

十
一
月
六
日

交
通
安
全
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
、

町
交
通
教
育
指
導
ａ

の
大
沼
勉
さ
ん

か
ら
桁
導
を
受
け
ま
し
た
。

十
一
月
二
十
日

『
郷
土
の
学
習
』
と
し
て
。
町
文
化

財
審
議
会
委
員
の
菊
池
利
雄
さ
ん
を

講
師
に
招
き
、『
阿
津
賀
志
山
合
戦
か

ら
藤
原
氏
滅
亡
ま
で
』
に
つ
い
て
講

義
を
受
け
ま
し
た
。

△
成
人

学
級

十
一
月
十
一
日

伊
違
地
方
消
防
組
合
西
分
署
後
藤

義
春
署
艮
を
講
師
に
｛
火
災
へ
の
知

識
と
。
予
防
に
つ
い
て
購
義
を
受
け

ま
し
た
。

十
一
月
二
卜
五
日

公
立
藤
田
病
院
小
野
芙
明
先
生
の

講
義
で
「
中
高
年
者
の
髄
康
管
理
」

に
つ
い
て
学
習

△
母
と
子
の
公
民
館
活
動

今
月

は

ビ
ー
ズ
ブ

ロ
ー
チ
を

創
作

し

な

が
ら
児
医
　
区
　
修
の

貸
出

を
行
う

。

△
乳
幼
児
学
級

十
一
月
十
八
日

建
田
教
育
長
を
講
師
に
「
予
供
の

成
畏
と
発
達
」
と
題
し
て
。
基
本
的

生
活
習
慣
の
馴
練
と
、
上
手
な
ほ
め

方
。
し
か
り
方
に
つ
い
て
学
習

△
少
年
仲
間
づ
く
り
教
室

十
一
月
二
十
九
日

背
の
遊
び
と
し
て
、
た
こ
づ
く
り



松
浦
辰
雄
さ
ん

全
国
優
勝
と
準
優
勝

卜

Ｊ
口り
卜
四

日

、
卜
五
日

の
両

日
．

沖
縄

県
で

行
わ
れ

た
「

第
二

十
三
回

全

国
身
体

障
害
者

ス
ポ

ー
ツ
大

会
」

に
、
福
鳥

県
代
火

と
し
て

番
加

し

た

松

浦
辰
雄

さ
ん
｛
3
5
歳

｝
＝
石

母
田

字

下
川
五

八
の

Ｉ
＝

が
、
ソ
フ

ト

ボ

Ｉ
ル
投
げ
で
2
6
m
6
0
mで
優
勝
、

さ
ら

に
車
イ
ス
百
ｍ
走
で
1
9
秒
２
で
準
優

勝

．

と
．
輝
か
し
い
成
績
を
あ
げ
ま
し

た
．

こ

の
大
会

は
、

身
体

障
害
者

か
ス

ポ

ー
ツ
を

通
じ
て

．
機
能

の
回

復
と

体
力

の
維

持
増
強

を
図

り
、
自

ら
の

障

害
を
克
服

し
て

．
明

る

い
希

望
と

勇
気

を
も

っ
て
た
く

ま
し

く
生

き
て

行
く

能
力

を
育
て

る
と

と
も

に
、
一

般
社
会

の
身

体
障

害
者

に
対
す

る
正

し

い
偲
識

を
深

め
る
こ

と
を
目

的
と

し

た
も
の
で

す
．

松
浦

さ

ん
か
優
勝

し

た
ソ
フ

ト
ポ

ー
ル
投

げ

に
は
、
フ

ィ

リ
ピ
ン

選
手

を
含

む
十
三

人
が
参

加
、

ま

た
、
百

ｍ
走

に
は

十
六
人

か
参
加

し
ま

し
た
．

・ 松涌辰雄さん（左）と八鳥助役

佐
藤
善
次
郎
さ
ん
に

地
方
自
治
功
労
表
彰

地
方
自
治
法
施
行
四
十
川
年
。
自

治
制
公
布
百
年
福
島
県
記
念
式
典
か
、

ト

ー
月
十
日
、
陥
島
市
の
県
文
化
セ

ン
タ
ー
で
闘
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
席
上
、
長
年
に
わ
た
り
社
会

教
育
に
尽
力
し
た
佐
藤
稗
次
郎
さ
ん

（
8
5歳
）
―
小
坂
字
小
坂
三
七
―
か

そ
の
功
績
か
認
め
ら
れ
、
功
労
者
表

彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

佐
藤
き
ん
は
、
大
正
九
年
に
小
坂

村
疔
年
団
長
に
就
任
以
来
、
町
公
民

館
長
、
町
教
膏
委
員
会
委
員
長
、
福

島
県
公
民
郎
連
絡
協
議
会
会
長
な
ど

を
歴
任
さ
れ
、
現
在
も
．
町
社
会
教

育
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
．▲表彰状を手に喜びの佐●善次郎さん

町
営
牧
野
二
十
五
周
年

盛
大
に
祝
う

町

営
牧

野
の
開

設
二

十
五
岡
年

記

念
式
典

は
．

十

一
月
卜

六
日
．

農
協

会

館
で

盛
人

に
闘
か

れ
ま

し

た
．

町
営
牧

野

は
、
国

見
町

と
宮
城

県

自

石
市

に
ま

た
が
る

六
十

四
お

の
牧

場

で
、

昭
和
三

卜
八

年
に

開
般
さ

れ

ま

し

た
．

現
在

の
組
｀
口
八

は
一
．一
十
円

人
で

、
今

年
も

丘
月

か
ら

十
月
ま
で

、

町
内

の
畜

産
農

家
か

ら
六

十
四
頭

が

贖

け
ら
れ

｛
う

ち
親
牛

は
五

十
頭
｝、

卜

二
頭
の

’ｒ
牛

か
生
産

さ
れ
て

い
ま

す
。記

念
式
典
に
は
、
組
合
貝
を
は
じ

め
。
県
、
町
な
ど
の
関
係
者
約
百
人

が
出
席
し
ま
し
た
。
町
長
職
務
代
理

者
の
八
鳥
助
役
の
あ
い
さ
っ
の
後
、

高
嵎
友
義
組
合
畏
が
、
「
こ
の
二
十

五
年
川
に
、
い
ろ
い
ろ
な
苦
難
が
あ

り
ま
し
た
か
、
今
後
も
。
こ
の
牧
野

組
合
か
ま
す
ま
す
発
展
す
る
よ
う
、

力
を
合
わ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
』
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

続

い
て
、
牧
野
の
専
任
獣
医
師
の

井
上
忠
良
さ
ん
と
、
管
理
人
の
佐
藤

一
郎
さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。最

後
に
、
全
員
で
乾
杯
し
、
二
十

五
年
の
歩
み
を
な
ご
や
か
に
飲
談
し

ま
し
た
。

▲ 八島助役から感謝状を受ける佐麗一郎さん

編

集

日

記

▽
今
年
も
い
よ
い
よ

ぶ
・
将
軍
”
が

到
来
し
ま
し
た
。
一
日
に
は
、
今
シ

ー
ズ
ン
初
め
て
の
雪
と
あ
っ
て
、
ノ

ー
マ
ル
タ
イ
ヤ
の
車
が
多
く
、
だ
い

ぶ
ス
リ
ッ
プ
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
雪
の
シ
ー
ズ
ン
で
す

の
で
、
単
の
運
転
に
は
卜
分
注
意
し

た
い
も
の
で
す
ね
。

▽
年
の
瀬
が
近
づ
く
と
、
何
と
な
く

あ
わ
た
だ
し
さ
を
感
じ
ま
す
が
。
こ

ん
な
時
こ
そ
、
余
裕
を
も
っ
て
事
に

あ
た
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

『
急
い
て
は
事
を
仕
損
じ
る
』
の
こ

と
わ
ざ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
く
れ
ぐ

れ
も
心
に
余
裕
を
持
っ
て
、
年
末
年

始
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
？

い
も
の
で
、
今
年
も
残
す
と
こ

ろ
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
一
年
間
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
来
年
も
『
広
報
く
に
み
』
を

よ
ろ
し
く
お
噸
い
い
た
し
ま
す
。

▽
今
年
も
い
ろ

い
ろ
な
串
が
あ
り
ま

し
た
。
国
で
は
、
中
曽
根
首
相
か
ら

竹
ド
首
相
へ
の
政
権
交
代
が
あ
り
、

町
で
も
、
四
月
に
町
議
会
議
日
の
選

挙
が
あ
り
、
新
し
い
議
ｎ

の
皆
さ
ん

が
誕
生
さ
れ
ま
し
た
。
私
も
、
結
婚

そ
し
て
子
供
の
雌
生
と
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
。
こ
の
一
年

を
ふ
り
か
え
っ
て
み
て
、
来
年
へ
の

ス
テ
ッ
プ
に
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
　
　
　
　
　

｛
佐
ｙ

甃
汀
．
編
集

国
見
町
企
画
課

槽
鳥
県
伊
達
耶
国
見
町
大
字
藤
田
字
一
Ｔ
田
．「
２
の
Ｉ

一

九
六
九
－

．
匕
　

魯
｛
○
二
円
五
｝
八
．瓦
Ｉ
Ｉ

ミ

．
一
代
表

】
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